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令和元年 第 15 回 教育委員会定例会議事録 

招 集 日 時 令和元年 12月 24 日（火曜日）午前 10 時開会／午前 10 時 30 分閉会 

招 集 場 所 加賀市民会館 3階 １５会議室 

教 育 長 山田利明  

出 席 委 員 篠原隆一、山下裕嗣、瑓幹子、佐野明子 

会議列席者 越中谷次長兼学校指導課長、小茂出教育庶務課長、宮下生涯学習課長、新家中央図書館長、 

柏田山中図書館長、宮本教育総合支援センター所長、喜多スポーツ推進課長、山下教育庶務課長補佐 

 

令和元年第 15回教育委員会定例会開会宣言 

挨拶 

〇山田教育長  早いもので今年最後の定例会となりました。今日の朝刊を見ていまして、中日

も北國も一面トップだったんですが、子どもの体力の低下が著しいと。併せて運動習慣もなく、

原因はスマホじゃないかということ、そしてスマホ等で映像を見ている時間が１日２時間以上

の子どもが６割を超えているということで、生活習慣を考えないといけないんじゃないかとい

う内容だったかと思います。１週間前の報道では視力が０.１以下の児童生徒が過去最高という

ことで、目も悪くなってきており、子ども達の生活習慣と子どもの体への影響というのが負の

影響で現れているかなというふうに思いました。 

  それと関連して、この間読んだ教育雑誌の中に、外部の民間団体が調査した子どもの生活技

能調査というのがあったんですが、小学校６年生で雑巾を絞れない子どもが８割だということ

で、竹刀を握るようにして雑巾を絞るということができない子どもが８割だと。どんな絞り方

が多かったかというと、まず長いタオルだと２つか３つに折りたたんで絞りますよね。それが

まずたためないとか、あとは鉄棒を握るみたいにして持って端から順番に握っていくとか、あ

とはおにぎりを握るみたいにしてギュっとして絞るとか、そういうような子ども達が６年生で

合わせて８割、高校生になっても半分以上ができなかったということでした。もちろんこれは

子ども達が悪いのではなくて、そういう生活習慣がないからそうなっていくと。だからその代

わりに今の子ども達がすごいなと思ったのが、スマホの入力が早かったり、キーボードが早く

打てたり、リズムダンスを踊るとキレキレでぱっと踊るような、昔の子ども達はきっとできな

かったと思います。子どもの生活習慣と技能というのは本当に密接に関係しているので、我々

大人はやはり悪い習慣を排除して、いい習慣を子ども達に提供するということをやっていかな

いと、子どもは判断できないですし、生活環境の中でできること、できないことが増えていく

ということなので、そういうことも大人の仕事かなと改めて思った次第であります。まず運動

習慣を身に付けさせるために何をすればいいのか、視力低下を防ぐために何をすればいいのか。

教室の照明を配慮するとか、いろんなできることを教育委員会としてもやっていかないといけ

ないと思いました。 

  それではさっそく審議事項に入っていきたいと思いますが、本日は審議事項はございません。

報告事項から順番に見ていきたいと思います。では報告第 76 号、かがく宇かん公開研究会の開

催について小茂出課長お願いいたします。 



 - 2 - 

 

 報告第７６号 かがく宇かん公開研究会の開催について 

小茂出課長   資料に基づき説明 

 

〇山田教育長  これについて何かご意見、ご質問ございませんか。 

〇佐野委員  駐車場はどこになりますか。 

〇山田教育長  小茂出課長、お願いします。 

〇小茂出課長  駐車場に関しましては、今のところ片山津地区会館もしくは、雪の科学館から

ピストン輸送という考えを持っていますが、地元の方は地区会館かなと思っております。総湯

のところは工夫して停められるように今、検討しております。年明けには詳細なご案内をさせ

ていただく予定としておりますので、ぜひお越しください。 

〇山田教育長  他、ございませんか。よろしいですか。去年出てみてちょっと内容が難しかっ

たかなと思うんですが、今年はもう少し余裕を持って聞いて少しでもわかるところを探ってい

きたいなと思います。 

続きまして報告第77号、教員の勤務時間集計結果について越中谷次長お願いいたします。 

 

 報告第７７号 教員の勤務時間集計結果について 

越中谷次長   資料に基づき説明 

 

〇山田教育長  これについて何かご意見、ご質問ございませんか。 

〇篠原委員  ちょうど夏休みがかかったところなので、もっともっと時間外勤務が減るのかな

と予測をしていたんですけど、残念ながらあまり減ってこないというのが現状だということを

お聞きして若干戸惑っております。先般の国会で、教職員の勤務時間についての法律が通りま

して、夏休み中に軽重をつけて減らすというようなことになっていたみたいなんですが、これ

を見ると実態とはなかなか合わないなと、本当にできるのかなと今、危惧しております。特に

先ほど次長さんからもお話があったように、80時間を超えている人が加賀市では他の県の平均

より増えているということは、特定の方が多いんだろうと推察されます。80時間あるいは100

時間を超えている方は中学校ではいらっしゃいますし、ぜひそういう方に対しては校長先生を

通じて個別にご指導をしていただけないかなと思いますので、よろしくお願いいたします。こ

れは意見です。 

〇山田教育長  他、ございませんか。 

〇瑓委員  減らすためにどういうふうなことを考えていらっしゃるのかお聞きしたいです。 

〇山田教育長  越中谷次長、お願いします。 

〇越中谷次長  減らすためにということで、中学校の方は部活動で平日１日と週休日１日を設

けるということで、昨年度は減ったんですけど、それが定着して今年は横並びになっていると

ころがあります。今年は業務の平準化、忙しい先生の仕事をみんなでカバーし合いながら、多

い先生を減らそうということで、１番上の表の一番右に内訳が出ているんですけど、真ん中に

校務分掌等とあって、校務分掌は中学校は去年よりちょっとだけ減って平準化されているんだ

けれど、その右側の部活動のところは逆に上がっているということで、部活動をしている先生
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に時間外の偏りが出ているというのは事実かなと思っております。ただ話を聞くと部活動は逆

に土日も含めてやりたいという方もおられます。なかなかそこを減らせというのは難しいとこ

ろがあって、あとは市教委としては来年度に向けて、仕事の総枠が減らないのに時間外を減ら

せというのは無理があるので、大胆な改革ということで何かできないか、研修も含めて少しス

クラップするところをいくつか考えて、来年度提案する予定をしております。 

〇山田教育長  他、ございませんか。 

〇山下委員  昨年よりは減ったんですが、そのまま定着したというのはその通りだと思います。

先生方の場合は一般企業と違って残務手当が付くことはないと思いますが、一般企業であれば

残務手当が発生しますので、費用対効果を考えてそれぞれの上層部の方々が勤務内容をチェッ

クして、この時間でこの仕事をした、それが妥当かどうかチェックをされていると思います。

その辺の機能が学校にあるのか、そのために学校指導課には指導と付きますので、その辺のチ

ェック体制があるのかご質問です。 

〇山田教育長  越中谷次長、お願いします。 

〇越中谷次長  内容がすべて妥当かどうかは、そこまでは把握はできないんですけど、毎月個

人の記録がすべて集約されてこちらに来ますので、多い先生、特に100時間を超えている先生に

ついては校長を通して、なぜそんなに多いのか、それを減らすことが出来ないのかということ

は面談をするようには指示はしているところです。それを受けて100時間超えの方は４月はだい

ぶ減ったかなと、８月はゼロになって、また９月は多くなったところはあったんですが、個別

に校長のほうから理由等も含めて指導するように伝えてはあります。やはり80時間を超えると

過労死の範囲ということになるので、そのあたりも含めて健康状態のチェックもするようには

しております。 

〇篠原委員  勤務時間が80時間や100時間を超えている方達の実態というのは、傾向としては、

例えば若手の先生だったら、自分の業務遂行能力がまだまだ至っていないので時間がかかると

いう場合もあると思いますし、ベテランの先生になってくると仕事の量が多い、あるいは部活

動でも重要なポストを得ている、あるいは一生懸命土日でも頑張ってやりたいという意欲のあ

る先生もいらっしゃると思うので、それぞれ実態は違うと思うんですが、残業時間が多い先生

はどのような傾向がありますか。 

〇山田教育長  越中谷次長、お願いします。 

〇越中谷次長  全体的な傾向としては、若手の人で多い方は仕事に慣れていないというよりは、

どちらかというと部活動を一生懸命頑張ってされている先生が多い傾向があるかなという印象

があります。ミドルとベテランの方については、やはり重要なポストというか、主任クラスに

なると、教務の先生は４月とかも特に忙しいですし、何か行事があると忙しくなるので、教務

関係の方とか、研究主任の方とか、そのあたりの方は多くなるかなと。ミドル、ベテランの方

は校務的なところで多くなるという傾向は全体的にあるかなと思います。 

〇山田教育長  他、ございませんか。よろしいですか。今、残業のこととか、神戸の中学校の

先生のいじめとか、学校に関してマイナスな報道があり、ブラックな職種ということで、教員

採用試験も新聞に出ていましたが、小学校は競争率が過去最低ということで新潟県は１.２倍、

石川県は３倍でした。本当に学校の先生方の業界は非常に危機的な状況かなと思っていますの

で、今、言われたような課題をひとつでも克服して、先生になりたいという若い人が出てくる
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ような手立てを打つ必要があるのかなと思っております。 

続きまして報告第78号、令和元年12月加賀市議会定例会の答弁について小茂出課長お願いい

たします。 

 

 報告第７８号 令和元年１２月加賀市議会定例会の答弁について 

小茂出課長   資料に基づき説明 

 

〇山田教育長  前回、前々回に比べたら教育委員会に対しての質問は少なかったかなと思いま

す。これについて何かご意見、ご質問ございませんか。 

〇篠原委員  中川議員さんからコンピュータクラブハウスについてのご質問が出たと思うんで

すが、その答弁の中に「子どものなかには、地元のお祭りのPR動画を作るため」と、これは動

橋のぐず焼き祭りのことだと、SNSを見ていたら書いてあったので、それは大変素晴らしい取組

みだと思っております。ぜひ、PR動画が出来たらそれがどこかで公に見られるような、あるい

はYouTubeにアップして、市でも大々的に共有していただきながらPRして、子ども達や保護者か

らもっとクラブハウスに興味関心を持っていただけるような取組みをぜひ行なっていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇山田教育長  宮下課長、来年の計画についていかがでしょうか。 

〇宮下課長  来年のクラウドファンディングは募集をしている途中なんですが、来年について

は、今ものづくりルームが手狭というか、大人の方もいらっしゃるので、同じ空間でやるのは

ちょっとという話もありまして。あと運営に関しても平日の日を増やすとか、そういう来やす

いような状況を作ろうかなという話もございます。あとはプログラムソースではなくて今みた

いな映像とか音楽とか、そういったものも取り組んでいきたいということを運営者と話をして

おりまして、また詳細が決まりましたらご報告させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

〇篠原委員  関連してなんですが、今クラウドファンディングでお金を集めていますよね。そ

の状況はどうですか。去年は1,000万円を超えたということでしたが、２年目なのでなかなか困

難じゃないかと推測されるんですが、いかがでしょうか。 

〇山田教育長  宮下課長、お願いします。 

〇宮下課長  昨日見たときは120万円くらいだったと思います。目標は2,000万円なんですが、

頑張ってやるということで、そのあたりの話も今後、クラウドファンディングだけではなくて、

別の財源を考えて検討するという話はあがってくると思いますので、そちらも運営者と協議し

てまいりたいと思います。 

〇篠原委員  よろしくお願いいたします。なかなかクラウドファンディングは特に２年目です

から難しいですけど、市の政策戦略部と一緒になってやっていただけたらと思います。この間

もふるさと納税大賞で東京へ行ったのを見ていて１票入れたんですが、残念でしたが、またぜ

ひ力を入れて頑張っていただきたいと思います。 

〇山田教育長  今年はクラウドファンディングに対しては台風被害もありましたし、首里城の

火災もありまして、そちらの方へ結構寄付とか、クラウドファンディングもそちらの方へされ

る方が多くてという現状もあるというお話も聞きました。動橋小学校の先ほどの児童の話です
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が、来月、地区会館で発表会をするというようなことですね。 

〇宮下課長  もともと県の子どもの夢実現サポート事業に応募されたという経緯があって、そ

のときにお祭りの動画を自分で作って町をPRしたいという趣旨で応募されたんですが、やり始

めたら教えてくれる人がいなかったので、探していたらちょうどコンピュータクラブハウスが

オープンしていて、そこで結構作り込みをされるようになったということです。今は追い込み

作業をやっていらっしゃるそうで、先週末も見に行ったらやっていらっしゃって、地元の地区

会館で１月18日の夕方に発表会をされるということで聞いております。また月末には県の方で

賞をとれるかどうかということで、そういったことで周知してまいりたいと思います。 

〇山田教育長  他、ございませんか。よろしいですか。 

続きまして報告第79号、令和２年３月加賀市議会定例会の日程について小茂出課長お願いい

たします。 

 

 報告第７９号 令和２年３月加賀市議会定例会の日程について 

小茂出課長 資料に基づき説明 

 

〇山田教育長  これについて何かご意見、ご質問ございませんか。このような日程で行うとい

うことでよろしくお願いいたします。 

報告事項は以上で終わりました。続いてその他に入りたいと思います。加賀市立小中学校の

卒業式への出席について、加賀市立小中学校の入学式への出席について越中谷次長お願いいた

します。 

 

 加賀市立小中学校の卒業式への出席について 

 加賀市立小中学校の入学式への出席について 

越中谷次長   資料に基づき説明 

 

〇山田教育長  入学式、卒業式についてはそれでよろしいですかね。それではその他のその他

に入りたいと思います。どなたかございますでしょうか。 

よろしいですか。そうしましたら次回の教育委員会の日程について小茂出課長お願いいたし

ます。 

 

 次回教育委員会定例会日程について 

小茂出課長  説明 

 

〇山田教育長  １月 29日水曜日、午前 10時からということで予定に入れておいてください。 

以上で第 15 回教育委員会定例会を閉会いたします。御苦労さまでした。 

 

 

以上、会議の顛末を記載し、会議録を作成する。 

 


